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二〇〇六年度『世田谷文学賞シナリオ部門』

二席受賞作

タイトル

【モモイロアゲハ】
作者／鈴木景子

· 沢向家・前景（朝）

低層マンションと戸建が混在する住宅街

にある、築浅の二階建家屋。

真夏の光が差し込む中、周辺を犬の散歩の人などが行過ぎる。

· 同・沢向ありかの部屋（二階）

机やベッドがあり、カーテンなどナチュラルカラーで統一された六畳間。

制服姿の沢向ありか（一七）、ベッドに腰掛け、ハイソックスを履く。

左足の膝を立て、靴下に足を入れるとき、

ミニスカートの隙間から覗く内腿の傷跡。

薄く赤みを帯びたその傷は、まるでピンクのアゲハチョウのようである。

ありか、ふと、その傷にふれる。

　　壁にかかるピンク色したアゲハチョウの

　　イラストは、ありかの傷と良く似ている。

ありかの声「幻の、モモイロアゲハ……」

　　机の上の雑誌には『モモイロアゲハは実

　　在するのか？！　目撃情報あり』の文字。

　　ありか、机まで歩み寄り、

ありか「私の傷……会ってみたいよ」

　　ありか、雑誌の『モモイロアゲハ』の頁

　　を破り、手帳に挟む。

· 同・階段

ありか、学生鞄を持って降りてくる。

と、リビングから聞こえる男女の笑い声。

その甘ったるい声に眉をひそめるありか。

· 同・リビング

入ってきたありかの目に飛び込む、ソファに脱ぎ散らかされた男物のスーツ。

背もたれには派手な蝶の柄のネクタイ。

奥のキッチンには、タンクトップ姿の沢向真知子（四二）と、ガウン姿で真知子を抱きしめる梶浦健二（四七）。

真知子、ドアの開く音で振り返り、

真知子「あらおはよう、ありか」

　　ありか、嫌悪感を露に目をそらす。

　　真知子、ありかに気にもとめず、朝食の

　　支度を続ける。

　　梶浦、徐にありかに近づいてくる。

梶浦「（低音の艶っぽい声で）ありかちゃん、

　随分女っぷりがあがってきたじゃないか」

　　梶浦、ありかの肩に触る。

　　瞬時にその手を払いのけるありか。

梶浦「チョウチョの形の傷があるんだって？

　見てみたいなぁ」

ありか「……関係ないでしょ」

梶浦「ねぇ見せてよ、太もものチョウチョ。

　今度、ママがいない時に二人っきりで」

ありか「（キッチンに向かって）ママ！」

　　梶浦、とっさにありかから離れる。

　　真知子、サラダを持ってやってくる。

ありか「パパが帰ってくる前に片付けてよ」

　　ありか、目でソフアの上の服を指し示す。

真知子「あら大丈夫よ。パパは明日まで帰ら

　ないんだから」

梶浦「じゃ、俺もう一日居てもいいんだな」

真知子「お料理、手伝ってくれるならね」

梶浦「もちろん」

　　梶浦、真知子の肩を抱いてキッチンへ。

テーブルの上に置かれた梶浦の財布。

電話台の脇にある真知子の財布。

ありか、それらを交互に見、キッチンへと振り返る。

ありかに背を向けた形で朝食の支度をする真知子と梶浦。

ありか、梶浦と真知子の財布を鞄に入れ、

ありか「いってきます」

真知子「（振り返り）ごはんは？！」

　　ありか、真知子を無視して部屋を出る。

· 同・玄関前

玄関から出てくるありか、そのまま駆け出していく。

○ 新宿駅ビル・アクセサリー店・レジ前
　　ありか、ブレスやピアスなど高価なアク
　　セサリーを店員に差し出す。
　　店員、淡々とレジを打つ。
店員「８２５００円です」
　　ありか、梶浦の財布からカードを取り出
　　し、店員に差し出す。
　　店員、カードを読取機で読ませるがエラ
　　ー音が鳴る。
　　もう一度試すが、やはりエラー音が鳴る。
店員「こちら、お取り扱いできませんが」
ありか「じゃ、こっちのカードで」
　　ありか、真知子の財布からカードを取り
　　出し、店員に渡す。
　　店員、再びカードを読取機で読ませる。
　　今度は一回で通る。
店員「こちらにサインお願いします」
　　店員、利用明細を差し出す。
　　“沢向真知子”とサインするありか。

· 同・アクセサリー店前

店から出てくるありか。

その後ろから追いかけてくる警官Ａ。

警官Ａ「ちょっといいかな？」

　　ありか、ギクッとして振り返る。

警官Ａ「今使ったカード、誰の？　君のじゃ

　ないよね？　ちょっと一緒に来ようか」

　　警官Ａ、ありかに手をかけようとする。

　　ありか、反射的にしゃがみこみ、そのま

　　ま警官Ａの脇をすり抜けていく。

警官Ａ「あ、こら！　待ちなさい！！」

　　警官Ａ、慌ててありかを追いかける。

· 新宿駅構内

せわしなく人々が行き交う構内。

その中を一目散に駆け抜けていくありか。

その後ろを追う警官Ａ。

ありか、先ほど買ったピアスやブレスの

紙袋を落としてしまう。

一瞬、足を止めるありか。

しかし、警官Ａが後ろから追ってくる。

ありか、やむなく拾わずに走る。

構内アナウンス「十時三十分発、あずさ十三

　号松本行、まもなく発車します」

　　ありか、思わず電光掲示板を見上げる。

　　『あずさ十三号松本行、六番線』とある。

　　ありか、決意めいた表情で、六番線へと

　　走り出す。

　　警官Ａ、ありかの姿を見失い、悔しそう

　　に腿を叩く。

· 新宿駅・六番線ホーム

特急電車が停車する中、発車ベルが鳴る。

　　そこへ階段を駆け下りてくるありか。

　　ありか、間一髪で列車に乗り込む。

　　同時に列車のドアが閉まる。

· あずさ十三号・車内

会社員でほぼ満席状態の車内。

ありか、窓際の席で、靴を脱ぎ体育座り。

膝の上に『モモイロアゲハ』の切り抜き。

　　車内に紛れ込んだモンシロチョウが飛ん

　　でくる。

　　ありか、ケータイを取り出しスタンバイ。

　　蝶、汗ばんだありかの腕にとまる。

　　ありか、そっとケータイで蝶を撮影する。

その途端に飛んでいく蝶。

ありか、その姿を愛しい様子で見送る。

ありかの声「勢いで乗っちゃったけど、この

　列車ならモモイロアゲハに会いにいける！　

　穢れる前に会わなくちゃ……会えるかな」

　　記事の切り抜きには『山梨県都留市の民

　　宿に住むＫさんによると……』とある。

· 民宿『たちばな』前

周囲に人家もなく、緑一色の長閑な風景に佇む、古びた二階建ての一軒宿。

画材道具を手にボーイッシュな少女・橘和希（十八）が、宿から出てくる。

畑仕事から戻った様子の橘和一郎（八十）、和希の姿に気付く。

和一郎「和希、また絵描きか？」

和希「今日は調子がいいんだ」

和一郎「精が出て結構なことだ。気をつけて

　な。あんまり川上に行くんじゃないぞ」

和希「（ニッコリ微笑み）わかってるよ」

　　和希、和一郎に軽く手を上げ、川の方へ

　　歩いていく。

· 都留市駅前（昼）

平屋の木造駅舎から出てくるありか、周囲をぐるりと囲む山々を見渡す。

駅舎横に数台のタクシーが停まっている。

· 信用金庫・ＣＤ機

ありか、真知子の財布からキャッシュカードを取り出し、ＣＤ機に入れる。

暗証番号の入力も手馴れた様子。

ありか「娘の誕生日なんて、危機感ないね」

　　ＣＤ機から出てくる紙幣。

　　ありか、紙幣を手にし、急いで店を出る。

· 都留市駅前

ありか、ロータリーで客待ちのタクシーに乗り込む。

· タクシー車内

ありか、乗り込むと同時に運転手に記事を差し出す。

ありか「すいません、この記事にある場所ま

　で行ってください！」

運転手「民宿の『たちばな』ね」

　　運転手、車を発進させる。

· 山道をひた走るタクシー

周囲は山、山、山。

歩道もない山道を走るタクシー。

· 『たちばな』近くの山道

ありかの乗ったタクシーが停車する。

· タクシー車内

運転手、ドアを開ける。

運転手「この先は車が入れないから歩いてく

　れる？　ここまっすぐ上ればすぐだから」

ありか「ありがとうございます」

· 『たちばな』近くの山道

ありか、タクシーから降りてくる。

タクシー、Ｕターンして走り去る。

ありか、周囲を見渡し、深呼吸。

ありか「待っててね、今行くから」

　　ありか、意を決して歩き出す。

· 『たちばな』近くの渓流

和希、川原にキャンバスを立て、絵を描いている。

その近くを通りかかるありか。

和希、ありかに気付き、不審な表情に。

ありか、和希の姿を発見すると、無警戒に駆け寄ってくる。

ありか「すいませーん！！」

　　ありか、和希の傍らに駆け寄ると、肩で

　　息をする。

ありか「すごい山奥ですね」

　　和希、仏頂面で筆を動かし続ける。

ありか「モモイロアゲハ、この辺りで目撃さ

　れてるそうですね」

　　ありか、記事の切り抜きを見せる。

　　和希、記事を一瞥する。

ありか「私、モモイロアゲハを撮りに来たん

　です。どこにいるか、わかりますか？」

和希「その蝶ならここよりもっと奥の川上に、

　いやってほどいるよ」

　　ありか、パァーッと明るい表情になり、

ありか「ホントですか！？　やっぱりホント

　にいるんですね！！」

和希「行けばわかるよ」

ありか「やっと会えるんだ……ありがとうご

　ざいます！　ホントにありがとう！」

　　ありか、喜び勇んで川上の方へ向かう。

　　和希、その後姿を苦々しく見送る。

· 『たちばな』前

　　玄関前を掃除している橘よし子（七五）。

　　そこへ戻ってくる和希。

よし子「今日はもう終わりかい？」

和希「……また来たんだ」

よし子「来たって誰が？」

和希「モモイロアゲハを採りに来たって。あ

　んな雑誌、コメントするんじゃなかった」

よし子「それで？　追い返したの？」

和希「例によってデタラメ教えといた、川上

　にいるよ、って」

よし子「あそこは危ないから、近づかせちゃ

　ダメだよ」

和希「大丈夫だよ。今日は女子高生だから。

　途中で疲れて帰っちゃうよ」

よし子「これ和希、女の子だったら余計にい

　けないよ。岩から落ちて怪我でもしたら」

和希「おばあちゃんが心配する事ないって」

　　和希、宿に入ろうとするが、逡巡する。

· 渓流の川上

大きな岩がごつごつし、川の流れも急で荒々しい。

足場が悪い中、必死で歩き回るありか。

ありか「本当に、こんなところにいるの？」

　　ありか、岩に登ろうとする。

　　と、足が滑ってバランスを崩す。

ありか「きゃあ！！」

　　ありか、岩から滑り落ちていく。

和希の声「大丈夫？！」

　　岩の下に尻餅をついたありかのもとへ駆

　　け寄ってくる和希。

和希「怪我は？」

ありか「だいじょ、痛っ！」

　　ありか、立ち上がろうとして再び尻餅。

ありか「足、挫いたみたい」

和希「立てる？」

　　和希、ありかを抱きかかえようとする。

　　ありかのスカートが捲りあがる。

　　ありか、とっさにスカートを押さえる。

ありか「見た？！」

和希「なにを？」

ありか「傷」

和希「傷？　怪我したの？　見せてよ」

ありか「ダメ。この傷だけはダメなの」

和希「ばい菌入るよ」

ありか「今ついた傷じゃないから平気」

和希「なんだ。脅かさないでよ」

　　ありか、和希に手を借り立ち上がる。

ありか「せっかく教えて貰ったのに、見つか

　らなかった、モモイロアゲハ」

和希「……だろうね」

ありか「おまけに助けて貰って……って？　

　なに？　『だろうね』って？」

和希「だって嘘だもん」

ありか「意味わかんない、なんで嘘つくの？」

和希「実際にいるかもわかんない蝶に、よっ

　てたかってさ。興味本位で来られても迷惑

　なんだよね」

ありか「別にあなたに迷惑なんてかけてない

　じゃない」

和希「現にこうして、助ける羽目になってる」

　　ありか、和希の腕を振り払う。

ありか「あなたじゃ話になんない。雑誌に出

　てた民宿のＫさんに聞くから」

　　ありか、足を引きずりながら歩き出す。

　　和希、やれやれといった様子で後に続く。

· 『たちばな』前

ありかと和希が戻ると、五〇代程の男性が、タバコを片手にウロウロしている。

和希「なにか？」

男性「（低音の声で）あんた、Ｋさん？」

　　ありか、驚いて和希へと振り返る。

男性「モモイロアゲハ見たんだろ？」

　　和希、男性の声にビクッと首を竦める。

　　ありか、怪訝そうに和希を見る。

　　男性、不躾な様子で雑誌を掲げ、

男性「これこれ、この蝶！　欲しいんだよ！　

　ちょっといろいろ教えてくれない」

　　男性、無遠慮に和希に近づいてくる。

　　和希、体を小刻みに震わせ両耳を押える。

男性「おいおい聞いてる？」

　　宿の中から和一郎とよし子が出てくる。

和一郎「なにか用ですかな？」

　　よし子、耳を押える和希に駆け寄る。

　　ありか、男性の前に割って入り、

ありか「モモイロアゲハなら、あっちの川の、

　上流の奥の方にいましたよ」

　　和希、驚いてありかを見る。

男性「本当か？！」

ありか「私も今見てきたとこだし」

男性「そうかそうか、どうもね」

　　男性、タバコを捨てると足早に去る。

ありか「ちょっとタバコ！！」

　　男性、振り返りもしない。

　　ありか、憤慨しつつ和希を覗き込み、

ありか「これでいいんだよね？　Ｋさん」

　　ありか、ニッコリ微笑む。

　　呆気にとられる和希。

· 『たちばな』・居間

ありか、和希に捻挫を手当てして貰う。

よし子、冷えた麦茶を持ってくる。

よし子「よかったらどうぞ」

ありか「いただきます！」

よし子「ほれ、和希も」

和希「うん」

　　和希、器用な手つきで包帯を巻き、

和希「はい、終了」

ありか「ありがとう」

　　ありか、さっそく麦茶を飲む。

ありか「わぁ、美味しい！　麦の香りがする」

和希「麦茶だからね」

よし子「これ、そんな言い方しないの」

　　ありか、部屋を見回す。

　　壁に飾られた一枚の絵。

　　『耳に蝉がとまっている少女』の絵だ。

　　ありか、しばしその絵に見惚れている。

よし子「この子が描いたんですよ」

ありか「……耳に、蝉を飼ってるの？」

よし子「和希は子どもの頃の影響で、耳鳴り

　がひどくてねぇ」

　　和希、話を遮る様に立ち上がり、

和希「部屋、案内するよ。今日は他に宿泊客

　もいないから、のんびりするといい」

　　和希、ありかの荷物を手に歩き出す。

ありか「ちょっと待って」

　　ありか、慌てて追いかける。

· 同・蝶の間の前

ありか、和希の後を追いかけてくる。

和希、部屋の戸を開ける。

○　同・蝶の間

和希、ありかの荷物を置く。

ありか、後から入ってくる。

和希「うちじゃここが、一番眺めのいい部屋

　だよ」

ありか「ねぇ、Ｋさん」

和希「和希でいいよ」

ありか「じゃあ和希」

和希「呼び捨てなの？！」

ありか「ダメ？　私もありかでいいから」

和希「……で、なに？」

ありか「ちゃんと教えて、モモイロアゲハの

　いる場所」

和希「断る」

ありか「さっき助けてあげたのに（膨れる）」

和希「……どうして、そんなに採りたいの？」

ありか「私も、足に蝶を飼ってるから」

　　和希、怪訝そうにありかを見る。

ありか「内腿にモモイロアゲハと同じ形の傷

　があるの」

和希「……へぇ」

ありか「誰にも触られたことのない傷……誰

　も捕獲できない、モモイロアゲハと同じ」

　　和希、部屋の窓を全て開け放つ。

　　窓から風が吹き込んでくる。

和希「どんな傷なの？　見たいな」

ありか「エッチ！　女の子なのに、女の太も

　も見たいの？！」

和希「そんなつもりじゃないよ」

ありか「見せたら穢れちゃうからダメ。大事

　な人にしか見せないの」

和希「じゃ見ない。そのかわり、私も教えな

　いよ、モモイロアゲハの居場所」

ありか「どうしてよ」

和希「大切な人にしか見せたくないんだ」

　　和希、ニッと笑って部屋を出て行く。

　　ありか、ムッとしつつ、窓の外を見る。

· ありかのフラッシュバック

自宅二階のベランダ。

六歳のありか。

背後から伸びる大人の手。

ベランダから突き落とされるありか。

· 『たちばな』・蝶の間

ありか、頭を振り窓から離れると、鞄から手のひらサイズの小瓶を取り出す。

中には焼酎漬けのバナナが入っている。

いわゆる蝶を採集するトラップである。

ありか、瓶を片手に部屋を出て行く。

· 同・玄関内

ありか、玄関で靴を履いていると、奥から和一郎がやってくる。

和一郎「お出かけかね？」

ありか「ちょっと、蝶の探索に行ってきます」

和一郎「気をつけてな」

ありか「はい！！」

　　ありか、嬉々として外へ出て行く。

○　同・裏口前

和希、篭を小脇に抱えて出てくる。

そこへやってくるありか。

　　和希、ありかに気付き、

和希「どこ行くの？」

ありか「どこだっていいでしょ」

和希「（小瓶を指差し）それ、蝶を採るしか

　けだよね？」

ありか「そうよ。蝶を撮りに来たんだもん」

　　和希、あきれた顔でありかを見る。

和希「やっぱり、モモイロアゲハを見つけた

　ら、採るつもりなんだ」

ありか「それが目的だもん。和希こそ、何し

　てんの？」

和希「裏の林に、スグリを摘みに行くところ

　だよ」

ありか「一緒に行ってもいい？」

和希「足、大丈夫なの？」

ありか「走らなければ平気。蝶の居場所を教

　えてくれるまで、つきまとうからね」

和希「教える気ないから」

　　和希、さっさと歩き出す。

　　ありか、慌ててついていく。

· 『たちばな』の裏の林

生い茂る木々の中、スグリを摘む和希。

その傍で瓶の蓋をあけ、トラップをしかけるありか。

ありか「ねぇ、この辺にはいるの？　モモイ

　ロアゲハ」

和希「ここにはいないね。もっと奥の方……

　（と言いかけて口を噤む）」

ありか「それって、この林より奥ってこと？」

和希「さぁ、どこだろうね？」

　　しばらくすると、ありかと和希の周りに

　　ヒラヒラと飛んでくるヒメアカタテハ。

ありか「あっ、ヒメアカタテハ！」

　　ありか、ポケットに手を忍ばす。

和希「ちょっと、やめなよ」

ありか「なんで？！」

　　蝶、トラップにとまり、バナナを吸い始

　　める。

　　ありか、和希を振り払い、蝶に静かに近

　　づくとケータイを取り出し撮影する。

ありか「撮れた！」

和希「採れた？！」

　　ありかのケータイ画面に写る蝶の画像。

　　和希、拍子抜けした様子で、

和希「ひょっとして撮りに来たって」

ありか「うん。蝶の写真撮るのが趣味だから。

　トラップは常に持ち歩いてるの」

和希「なんだそうか、そうだったんだ」

ありか「いかに蝶に危害を加えずに写真を撮

　るか、私なりに考えてるんだよ」

　　和希、画像を覗き込み、

和希「慣れてるね」

ありか「蝶はもう、数え切れないほど撮って

　るから。ケータイ写真家って感じ？」

　　ありか、満足げに画像を保存する。

　　和希、照れ隠しに、蝶が付いたありかの

　　ケータイストラップを指ではじく。

ありか「可愛いでしょ」

和希「ありかの周りは蝶でいっぱいだね」

　　蝶がヒラヒラと飛び去っていく。

　　それを見送るありかと和希。

　　和希、再びスグリを摘み始める。

　　ありか、和希の真似してスグリを摘もう

　　とする。

和希「ああ、トゲがあるから気をつけて」

ありか「痛っ！」

　　ありか、指にスグリの枝のトゲが刺さる。

和希「言ってるそばから」

　　和希、笑いながら実を摘むと、

和希「いてっ」

　　やはり指にトゲが刺さる。

ありか「自分だって」

　　ふたり、顔を見合わせて笑う。

ありか「あーあ、このまま帰りたくないなぁ」

和希「ありかは東京の子？」

ありか「うん。ずっと世田谷育ち」

和希「じゃ、ここで暮らすのは難しいよ」

ありか「でも……親から離れられるなら、ど

　こだっていい」

和希「親なんて他人なんだから、好きなよう

　に暮らせばいいじゃん」

ありか「そんな風に割り切れない。たとえど

　んなに受け入れられない事があっても、親

　であることは否定できないもの」

和希「（クスッと笑い）甘いね」

　　和希、スグリをありかの口に放り込む。

ありか「酸っぱい！」

　　ありか、甘酸っぱさに顔を歪める。

和希「それって結局、親に親らしくいて欲し

　いだけじゃん」

ありか「それのどこがいけないの」

和希「親だってただの人間だよ。人間である

　前に親でいて欲しいなんて、ただ甘えたい

　だけじゃない？」

ありか「（カッとなり）和希に何がわかるわ

　け？！　私がどんなに、どんなに……」

　　ありか、何かを思い出した様に眉をひそ

　　める。

ありか「もういい！　自分で探すから！！」

　　ありか、トラップの蓋をしめ、ポケット

　　にしまうと、憤然と走り出す。

和希「ありか！　道わかんの？！」

　　ありか、答えずに走り去る。

和希「ったく……教えるまでつきまとうんじ

　ゃなかったの？」

　　和希、ため息をつきつつ、スグリを摘む。

·  『たちばな』近くの山道

キョロキョロしながら歩いてるありか、ふと立ち止まり、記事の切り抜きを見る。

そこには『モモイロアゲハは警戒心が強く、人が近づかない荒地に生息すると推測される』とある。

ありか「荒地……やっぱり、さっきの林の奥

　なんだ」

　　ありか、林に向かって歩き出す。

· 『たちばな』・裏口（夕方）

スグリの入った篭を持って戻る和希。

和希「ただいま」

　　和希、宿の中に入っていく。

· 同・台所

和一郎、おかずを作っている。

　　そこへやってくる和希。

和希「おじいちゃん、そこにスグリ置いとい

　たから」

和一郎「あの子と一緒じゃないのか？」

和希「先に帰るって言ってたけど」

と、玄関の方から声がする。

刑事Ａの声「失礼します」

· 同・玄関内

よし子、玄関まで駆け寄る。

玄関内には刑事ＡとＢが立っている。

刑事たち、それぞれ警察手帳を提示し、

刑事Ａ「一七～八歳の少女なんですが」

刑事Ｂ「こちらに伺ってるという情報があ

　りまして」

よし子「あの子、何かしたんですか？」

刑事Ａ「いえ、ちょっと参考までに聞きたい

　事があったものですから」

よし子「ちょっとおじいさん！！」

· 同・台所

和一郎、よし子に呼ばれ玄関まで行く。

そのやりとりを隠れて見ている和希。

和希「あいつ、なにしたんだ？！」

和希、部屋から駆け出していく。

· 同・裏口

和希、刑事たちに見つからないように、林の方へ駆け出していく。

一部始終を見ている、男の影。

胸には蝶の柄のネクタイがある。

· 『たちばな』近くの山道

和希、辺りを見回しながら走る。

· 『たちばな』の裏の林

ありか、周囲を探るように歩いている

途中、草に足をとられて転ぶ。

· 『たちばな』近くの渓流

和希、立ち止まって周辺を見回す。

和希「そうか……奥の方って言ったから」

　　和希、踵を返し、山道へ戻る。

○　『たちばな』の裏の林

　　和希、慣れた様子で走り回る。

和希「ありかーっ！　いるの？！」

　　足元に落ちている蝶のストラップ。

　　和希、そのストラップを拾い上げると、

和希「これ、ありかの……」

ありかの声「きゃあーっ！」

和希「ありか！！」

　　和希、ありかの声のする方へ駆け出す。

　　すると、袖が木の枝にひっかかって身動

　　きがとれないありかがいた。

和希「（ホッとした様子で）何やってんの」

ありか「ねぇ、早くとって」

和希「はいはい」

　　和希、ありかの袖を枝から器用に外す。

ありか「ありがとう」

和希「こんなところで何してんの？」

ありか「……モモイロアゲハは、荒地にいる

　ってあったから、この奥かと思って」

和希「まったく。この辺のこと知らないんだ

　から、無茶しちゃダメじゃん」

ありか「ごめん」

和希「それよりも、何かしでかした？　刑事

　さんがありかの事、聞きに来たよ」

ありか「ホントに？！　まずい、どうしよう」

和希「とにかく、渓流の方に行こう」

　　和希、ありかの手を取り、走り出す。

　　ありか、和希から手が離れそうになり、

　　慌ててギュッと握り返す。

· 渓流の川上

和希、ありかの手を取り、大きな岩に腰掛けさせる。

和希、ありかの隣に座る。

和希「たぶん、ここなら刑事も来ないと思う」

ありか「やばいなぁ、絶対ばれた」

和希「一体なんの理由で追われてるの？」

ありか「……たぶん、ママとママの愛人のお

　財布、盗んだからだと思う」

和希「……ひょっとして、家出？」

ありか「そんなつもりはなかったんだけど、

　結果的に家出になっちゃった。やっぱ、マ

　マの財布だけ盗めば良かった」

和希「でもなんでここにいるのが分かったん

　だろう？」

ありか「駅前でお金降ろしたからかな？」

和希「あんたバカ？」

ありか「なんでよ」

和希「そういうのは東京で済ましてくるもん

　だよ。田舎じゃ一発で足がつくじゃん」

ありか「だよねぇ……」

和希「とりあえず、家出の理由って何なの？」

ありか「別にいつもと変わらない日常的な出

　来事。朝起きたらママの愛人が家に上がり

　込んでただけ」

和希「それどんな日常なわけ？　お父さんい

　ないの？」

ありか「パパは出張。明日まで帰らないから」

和希「お母さん、大胆だね」

ありか「ママの男癖が悪いのは昔からだし」

　　ありか、太ももの傷に触れ、

ありか「この傷だって、あの時ママが……」

和希「……話していいの？」

　　ありか、しばらく言いよどむが、

ありか「いい。話す……一〇歳の時にね」

· ありかの回想・沢向家・リビング

真知子（三一）、電話で話しながら泣いている。

ありかの声「当時、ママが今とは別の愛人に

　フラれて」

· 同・同・ベランダ

ありか（六）、ベランダで花に水をあげている。

そこへ入ってくる真知子。

真知子「お前がいるからフラれたのよ！！」

　　真知子、突然ありかを抱き上げ、ベラン

　　ダから突き落とす。

　　足から庭の植え込みに落ちていくありか。

ありかの声「そんなくだらない理由で殺され

　かけたの。もっともあの人、殺そうとした

　意識もないけどね」

　　庭で血だらけになって横たわるありか。

· 同・同・リビング

包帯で太ももをぐるぐる巻きにされているありか。

真知子、ありかを自分の膝に抱き、

真知子「ごめんね。ママ、気が動転しちゃっ

　て。パパには内緒よ。ありかが誤って、ベ

　ランダから落ちちゃったの。いいわね？」

ありか「……うん。ありかが誤って落ちた」

真知子「そう！　おりこうさんね。いい？　こ

　の事は、ママとありかだけの秘密、ね」

　　真知子、ありかを抱きしめ頭を撫でる。

· 渓流の川上

ありか、自嘲気味に笑い、

ありか「この傷はそのときできたの。バカみ

　たいでしょ。そんな秘密、ずっと守ってき

　たなんて」

　　和希、ありかをじっと見詰める。

ありか「でも、本当はばらしたかった」

　　そのとき、近くで足音が聞こえる。

　　和希、ありかより先に気がつく。

和希「ありか、行くよ」

　　和希、ありかの手を取り立ち上がる。

　　二人、歩き出そうとした瞬間。

　　前に立ちはだかる蝶の柄のネクタイ。

ありか「……おじさん」

　　その男は梶浦だった。

梶浦「ありかちゃん、迎えに来たよ。さっ、

　帰ろう」

　　ありか、咄嗟に和希の影に隠れる。

和希「誰？」

ありか「ママの愛人（梶浦に向かって）どう

　してここがわかったの？」

梶浦「財布がないってママが警察に電話した

　ら、都留市の銀行で引き出されてるって連

　絡があって、おれピンときちゃった」

　　梶浦、ありかににじり寄っていく。

梶浦「ありかちゃん、モモイロアゲハに夢中

　だもん。ここだってすぐわかったよ。さ、

　大人しくいう事きいて、こっちおいで」

　　和希、足元のじゃりを梶浦に投げつける。

梶浦「うわっ」

　　梶浦がひるんだ隙に、川下に向かって走

　　り出すありかと和希。

梶浦「畜生！　待てっ！！」

　　梶浦、慌てて二人を追いかける。

· 『たちばな』近くの渓流

ありかと和希、夢中で走ってくる。

その後を追ってくる梶浦。

ありか、川の水に足をとられる。

和希「ありか！」

　　和希、ありかを支える。

　　しかし、梶浦に追いつかれ、ありかから

　　引き剥がされる和希。

　　和希、川の浅瀬に尻餅をつく。

　　ありかに馬乗りになる梶浦。

梶浦「ありか！　カードはどうした？！」

　　ありか、プイッと横を向く。

　　梶浦、ありかの頬をつかんで自分の顔を

　　近づける。

梶浦「いいか？　人の物を盗むのは泥棒なん

　だよ？　わかるよな？　悪いことする奴は

　お仕置きしなくちゃ」

　　その瞬間、顔面が蒼白になる和希。

梶浦「言ってわからない奴は調教するしかな

　いよなぁ！！」

　　梶浦、ありかの頬を平手で殴りつける。

　　和希、今にも眩暈を起こしそうな様子。

· 和希のフラッシュバック

中学生の和希、机に向かって座っている。

机の上にはノートと参考書と問題集。

両足を膝のところで縛られ、無理やり閉じさせられている。

和希の父、和希の傍らに立ち、

和希の父「（低音の声で）言ってわからなけ

　れば体で覚えろ！」

　　和希、分からなくて悩んでいると、

和希の父「手を止めるな！」

　　和希の父、和希の頭を定規で叩く。

和希の父「出来の悪い奴だな。こんな問題も

　解けんのか」

　　和希、苦痛に顔を歪める。

　　和希の父、そんな和希の頭を押さえ込む。

　　和希、耳を押え叫びだす。

　　泣き叫ぶ和希を冷酷に見つめる父親。

· 『たちばな』近くの渓流

突然、耳を押え叫びだす和希。

ありか「和希？！　和希！！」

　　梶浦も驚いて、一瞬怯む。

ありか、その隙にポケットから小瓶を取り出し、梶浦に投げつける。

梶浦「なにすんだ？！」

　　ありか、なんとか梶浦の体から抜け出し、

　　和希に駆け寄る。

ありか「和希？！　大丈夫？！」

　　和希、耳を押えてうずくまっている。

　　梶浦、ナイフを取り出し、ありかの頬に

　　突きつける。

梶浦「いい加減にしろよ」

　　ありか、体を強張らせる。

梶浦「てこずらせやがって。いいから財布と

　カードをよこせ」

ありか「使っちゃったし」

梶浦「金のことか？　そんなのどうだってい

　いんだよ。問題はカードなんだよ、カード」

ありか「カードは使えなかったから」

梶浦「使ったのか？！」

ありか「だから、使えなかったんだけど」

梶浦「バカが、勝手に使いやがって！！」

　　梶浦、ありかの胸倉を掴み締め上げる。

梶浦「こうなったらお前、売り飛ばしてやる！　

　覚悟しとけ！！」

ありか「く、苦しい……」

　　梶浦が、ありかの顔を殴ろうと腕を振り

　　上げた瞬間、

刑事Ａの声「そこまでだ！！」

　　梶浦、ぎょっとして振り返る。

　　刑事Ａ・Ｂ、真知子、和一郎、よし子が

　　駆けつけてきた。

真知子「ありかーっ！！」

　　梶浦、慌ててありかから離れ逃げ出す。

　　しかし、刑事Ａ・Ｂが二手から挟み込み、

　　梶浦を取り押さえる。

刑事Ａ「梶浦健二だな？　偽造カードの電磁

　的記録不正作出容疑で逮捕する」

　　刑事Ｂ、梶浦に手錠をかける。

　　梶浦、がっくり肩を落とす。

　　真知子はありかに、和一郎とよし子は和

　　希に、それぞれ駆け寄る。

真知子「ありか、大丈夫だった？」

ありか「うん、私は大丈夫」

真知子「まさかあんな悪い奴だったなんて…

　…この事パパには内緒よ。今日はママと二

　人で蝶を探しにきたの、いいわね」

ありか「（あきれた様子で）ママ……」

和一郎「和希、大丈夫か」

　　ありか、真知子を振り払って和希に駆け

　　寄る。

ありか「和希、和希！」

　　和希、ありかの顔を見た瞬間、気を失う。

ありか「和希！！」

· 『たちばな』・和希の部屋（夜中）

和希、布団の上で眠っている。

　　その傍らに付き添っているありか。

　　部屋の壁には、和希が描いたと思われる

　　絵があちこちに飾られている。

全て、どこかに蝉が描かれている。

その絵からは和希の苦しみが見える。

ありか「和希……」

· ありかの回想・『たちばな』・居間

テーブルを囲んでありか、よし子、和一郎、真知子が座っている。

テーブルにはそれぞれの麦茶が用意されている。

真知子「本当にご迷惑をおかけしました」

よし子「今日はもう遅いですし、こんな宿で

　よろしければ泊まってって下さい」

ありか「和希は？　大丈夫なんですか？」

よし子「心配ないですよ、いつもの発作です

　から」

和一郎「（麦茶を飲みながら）ずっと厳しく
　育てられてきたから。虫とりなんてしたこ
　ともない子だった」
ありか「和希、もともとここで暮らしてたん

　じゃないんですか？」
よし子「娘夫婦と東京にいたんですけど、あ
　れの父親がよぉく叱り付けてて」
和一郎「追い詰められたのか、突然、耳がお
　かしくなってなぁ。東京じゃ容易に暮らせ

　ないってことで、私らが引き取ってね」
よし子「あのまま東京にいたら、父親を殺し
　てたかもしれんね」
　　ありか、思いつめた様子で麦茶を飲む。
よし子「ごめんなさいね。こんな話」
　　ありか、『耳に蝉がとまる少女』の絵を
　　じっと見つめる。

　　ありかの脳裏に、ふと、少女時代の和希

　　の泣き顔が浮かぶ。

· 『たちばな』・和希の部屋

眉を寄せて眠っている和希の顔。

ありか、和希の頬に触れる。

フッと目を覚ます和希。

ありか「起こしちゃった？」

和希「起きてた。目が開かなかっただけ」

ありか「……いろいろ、ごめんね」

和希「ありかが無事でよかった」

ありか「和希の部屋、蝉で一杯だね」

和希「……いつの頃からか、耳鳴りが止んだ

　事がなくって。こんな田舎に越してきても、

　静寂を感じられないんだ。でも……」

ありか「でも？」

和希「蝉の鳴き声を聞いてたら『なんだ、耳

　鳴りって蝉みたいなモンじゃないか』って。

　そう思えたらすごく楽になった」

ありか「……わかる。私もそうだもん」

　　和希、起き上がってありかを見つめる。

ありか「母親に突き落とされてから、この傷

　を見るたび死にたくなってた」

和希「うん……」

ありか「でも、モモイロアゲハの事を知って、

　『私と一緒だ』って思ったら、傷が誇らし

　いものに変わったの。強くなれたみたい」

　　和希、そっとありかの手を握る。

和希「私たち、嘘から始まった出会いだった

　けど、ありかを知って、ありかには本当の

　事を言いたいって思う」

ありか「私もだよ。もう嘘はつきたくない」

和希「行こう！」

ありか「行くって？」

和希「モモイロアゲハを見にさ」

ありか「……本当？！」

　　和希、立ち上がるとありかを促し、

和希「今から行けば早朝のモモイロアゲハに

　間に合う。前に見た時も早朝だったから」

ありか「そうと決まればレッツゴー！！」

和希「ノリが古っ！」

　　ありか、和希とともに部屋を駆け出して

　　いく。

· 林の奥の裏山（早朝）

午前５時頃。

　　ありかと和希、二手に分かれて蝶を探す。

　　ありか、あちこちにトラップをしかけて

　　回る。

　　しかし、いくら待ってもモモイロアゲハ

　　の姿はない。

　　時折、別の蝶がやってくる。

　　別の蝶でもケータイで撮影をするありか。

　　和希、そんなありかを微笑んで見ている。

　　　×　　　　　×　　　　　×

　　だいぶ太陽が高くなってきている。

　　ありかのケータイは午前七時を示す。

和希「疲れたね」

ありか「今日は来ないのかなぁ？」

　　ありか、がっかりして切り株に座ると、

　　軽くスカートをたくし上げ、傷を撫でる。

　　和希、ふとありかを見る。

　　と、ありかの傷が見えてしまう。

和希「ごめん」

　　慌てて目をそらす和希。

　　ありか、そんな和希を見て、

ありか「見る？」

和希「いいの？」

ありか「和希なら、見られても穢れないから」

　　和希、そっとありかに近づき、ありかの

　　前にしゃがみこむ。

　　その瞬間、ふたりの間を通り抜ける一頭

　　の蝶。

ありか・和希「あ！」

　　飛び去っていくのは、確かにモモイロゲ

　　ハだった。

　　薄いピンクの翅を翻し、夏の日差しを受

　　け、優雅に飛んでいく。

　　ありかも和希も、ただぼぅーっと見送る

　　しかできなかった。

和希「見た？」

ありか「見た」

和希「写真は？」

ありか「あ、忘れた」

和希「忘れた？！　何の為に今まで待ってた

　んだよ」

ありか「でもいいや（胸を押え）ここにはし

　っかり、焼きついたから」

和希「そっか、それは良かった」

　　ありかと和希、手をつなぎ、モモイロア

　　ゲハが飛んでいった空を、いつまでも見

　　つめていた。

· 『たちばな』・玄関前（昼）

ありかと真知子、荷物を手に『たちばな』を振り返る。

二人を見送りに出ている和希、和一郎、よし子。

ありか「いろいろと、本当にありがとうござ

　いました」

よし子「またいつでも来てくださいね」

和一郎「今度は栗拾いにでも連れてってやろ

　う」

ありか「楽しみにしてます！！」

真知子「それでは、失礼いたします」

　　ありかと真知子、一礼をして歩き出す。

　　和希、歩き出すありかに駆け寄る。

　　歩を止めるありか。

和希「これ」

　　和希、一枚の絵を手渡す。

　　そこにはモモイロアゲハと蝉が自由に飛

　　び回る様子が描かれていた。

ありか「ありがとう……一生大切にする」

和希「きっと近い将来、東京に帰るから」

ありか「私もまた会いに来るし」

和希「それは、私に？」

ありか「蝶に」

和希「じゃ、私もまた会いたいな」

ありか「私に？」

和希「ありかの蝶に！」

　　ふたり、顔を見合わせて笑う。

　　既に先を歩いていた真知子が振り返り、

真知子「何してるの？！　置いてくわよ」

ありか「じゃあね」

和希「また」

　　ありかと和希、握手を交わし、別れる。

　　ありか、真知子の方へ駆け出していく。

　　ありかと和希の再会を誓うように、空は

　　限りなく晴れ渡っていた……。

ＥＮＤ
